
 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

①社会保障制度のもつ意義と役割について理解する。 

②国民の生活と福祉の向上を図るために、社会資本の整備社会保障の充実など、財政として国や地方 

 自治体が果たしている役割について考える。 

 ③社会保障が果たす役割について、現代社会に見られる課題解決を視野に主体的に社会に関わろうと 

  する態度を養う。 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・社会資本の整備、公害の防止 

など環境の保全、少子高齢社 

会における社会保障の充実・ 

安定化、消費者の保護につい 

て、理解している。 

・対立と合意などに着目して、

市場の働きに委ねることが

難しい諸課題に関して、国や

地方自治体が果たす役割に

ついて多面的・多角的に考

察、構想し、表現している。 

・国民生活に社会保障が果た

す役割について、現代社会に

見られる課題の解決を視野

に主体的に社会に関わろう

としている。 

３ 指導と評価の計画（全４時間） 

時

間 学習活動 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 
思考・判断・ 

表現 

主体的に 

学習に 

取り組む態度 

１ 

 

身のまわりの社会保障制度 

① 社会保障制度にはどのようなものがあ

るのか、調べ学習を行う。 

② 調べた制度はどのようなときに必要に

なるのかを考える。 

ICT機器を 

用いて提出 
- 観察 

２ 

 

互いに助け合う社会 

① 前時で調べた制度を「社会保険」「公的

扶助」「社会福祉」「公衆衛生」に分類す

る。 

② 所得の再分配機能について知る。 

ICT機器を 

用いて提出 
- - 

３ 

 

社会保障の維持のために 

① 社会保障制度にはどのような課題があ

るのか、人口ピラミッドの推移を参考

- 

チ ャ ー ト を

グーグルスラ

イドで提出 

振り返り 
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に考える。 

② 自助(貯蓄など)・共助(民間の保険な

ど)・公助(社会保障制度など)の観点か

ら、どのように将来に備えるべきか、

チャートを作成する。 

４ 

本

時 

暮らしやすいまちづくりへ 

① みんなが暮らしやすいまちの「みんな」

とはどのような立場の人かを考える。 

② それぞれの立場に配慮した学校の案内

板や設備を考える。 

  ノート 

振り返り 

４ 本時案（４／４） 

(1) 本時の目標 

   自分の身の回りに潜む誰かの「暮らしにくさ」について考え、それぞれの立場に立って 

多角的にその対策を考えることができる。【思考力、判断力、表現力等】 

(2) 本時の展開 

時 ○学習活動 ・生徒の反応 ◇留意点 ☆評価 

導

入 

 

 

○私たちのまちにはどのような人が暮らしているのか、

考える。(個人→ペア→全体) 

・子ども、外国籍の人、お年寄り、障がいがある人… 

○学校を題材に、「誰もが暮らしやすい」社会について 

 考える。 

◇ 

 

展

開 

○グループごとに担当する学校の場所の写真を 

選ぶ。 

・玄関・体育館・廊下・教室・音楽室 

○写真に対して、「誰のために」「どのように」改善すべ

きかを個人で考える。 

 

○ユニバーサルデザインやバリアフリーの観点から、 

 学校の改善点を考えて、写真に書き込んでいく。 

 その際、どのような人に配慮したかを明記する。 

・玄関の段差にスロープを付ける(足が不自由な人) 

・教室の表示に英語の表記をつける(外国籍の人) 

○グループごとに発表を行い、交流する。 

 

 

☆「暮らしにくさ」について考え、

それぞれの立場に立って多角

的にその対策を考えることが

できる。【思考・判断・表現】 

◇班ごとにグーグルスライドを

用いて共同編集を行う。 

◇直接写真に画像を貼り付けて

もよい。 

 

◇テレビに投影 

終

末 

○自分や友人がどのようなことを考えながら改善点を

上げていったのかを想起させ、まとめを書く。 

 

 

 

 

本時の課題 

誰もが暮らしやすい社会とはどのような社会だろうか 

○ C 子どもが安心して、 

進んで取り組める授業 

・必ずペアで学習の方向性が

あっているかを確認してか

ら全体発表を行う。 

○ A 子どもが「自分たちで

学び取る」授業 

・身近な題材を用いること 

・写真資料など視覚的にわかり

やすいものを用意すること 



５「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に係る授業改善のポイント 

「学習の個性化」を目指した題材の工夫 

 

 社会科の授業を作る上で意識していることは、生徒の生活経験を授業に取り入れることです。

本単元では、自分が将来生活する上で関わってくる社会保障制度という中学生には少し先の題材

からスタートします。しかし、社会保障制度は自身が気付かない中で生活の中で機能していると

いう気付きを得られたときに、その学習が自分ごとになっていくと考えています。 

 同じ題材を扱っても、児童生徒の生活経験はそれぞれ異なるために、見え方が変わってくるで

しょう。このように、学習者によって多様な学びになるよう「学習の個性化」を目指した題材選

びを意識しています。 

 


